
平成30年度 食育推進に係る実践報告書 

学校名 尾道市立高須小学校 

 

１ 学校における食育の現状（昨年度からの課題等） 

 ・食に関する指導に関わる授業や取り組みが整理されていない。 

・朝食喫食率が低い。 

・校内の食育の取り組みを，保護者や地域へ発信することができていない。 

 

２ 学校の食育に係る目標（成果指標・目標値） 

 ・昨年度末に作成した，平成 30 年度食に関する指導の全体計画・年間計画を基に，系統的で継続的な指

導を行う。目標は，昨年度実施した１年～６年の授業を今年度も同様に行う。 

 ・給食委員会の取組を充実させ，月に１回「食育読み聞かせ会」を実施する。 

 ・朝食喫食率を集計し結果を児童と保護者へ周知する。 

・保護者に対して，食育だより等を通じて校内の食育の取り組みなどの内容を毎月知らせていく。 

  

３ 食育の目標に対する具体的な取組 

 【取組１】（テーマ） 教科等における食に関する指導の充実に向けた取組について                           

・担任と栄養教諭によるＴ-Ｔの食に関する授業を実施 

（家庭科・特別活動・学級活動・給食時間・身体測定時のミニ保健指導） 

児童たちが自分の生活の中から工夫や問題点を見付けることで，よりよい食生活を考え，生活を高

めようとする意欲と態度に繋がるような学習展開とし，自分の食生活を改めて見つめる機会とした。 

 ・給食委員会による「食育読み聞かせ会」を毎月実施 

栄養教諭が食事に関わる絵本や紙芝居を読み，給食委員の児童が物語にまつわるクイズを実施した。

実物の野菜や，手洗いの映像を用いることで児童の食に関する興味関心を高めることができた。 

 

 【取組２】（テーマ）  朝食喫食率増加に向けた取り組み      

 ・給食委員会が全校朝会で発表 

   給食委員会が「朝ごはん」をテーマにクイズと，夏休み中に児童が作った朝ごはんの紹介をした。クイ

ズの内容は児童が考え，１年生にも分かりやすいものに工夫をした。朝ごはんの紹介では，写真と合わせ

て対象児童に行ったインタビューを発表した。 

 ・食育便りで児童と保護者へ周知 

   毎月集計している朝食喫食率や朝食を食べることの良さ，季節に合わせた朝食メニューなどを掲載した。 

 

 



 【取組３】（テーマ） 給食の充実 ～ 体験活動・学校菜園・地場産物の活用～                         

給食を通して，食に関する学習を深めることを目的に給食内容の充実 

・食事のマナーについて毎日の給食で振り返りができるよう，「給食チェック表」を全学級配布し実施した。 

  ・第６学年家庭科で考えた給食メニューを２月，３月の給食で提供した。 

・幼稚園の菜園で採れたさつまいもを給食で提供した。 

 

４ 「ひろしま給食１００万食プロジェクト」の取組について 

 ・ＰＴＡ主催の試食会でひろしま給食メニューを提供，取り組み内容を説明。 

 ・尾道市統一献立の実施。 

   メニュー：ごはん，牛乳，ひろしまオールスター★坦々丼，しまなみスープ，レモンゼリー 

・尾道市統一で，給食だよりにひろしま給食の内容を記載し保護者へ情報発信。 

《尾道市統一の給食だより》 

◦ 尾道市統一メニューのレシピ 

◦ 使用食材である特産物のたこ・レ   

モンの解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 取組に対する成果と課題 

 【成果】 

 ・授業以外の食に関する指導について，給食委員会におけ 

る「食育読み聞かせ会」を毎月実施することができた。 

・毎月末「夢キラチェック」で朝食喫食率を調査した。 

  喫食率は上昇傾向にある。 

・毎月食育だよりを発行することができ，校内の食育の取

り組みなどを保護者へ周知することができた。 

 【課題】 

 ・平成29年度実施した１年～６年の授業を今年度も同様に実施することができなかった。 

  ７月の長期間の臨時休業に伴って，食に関する指導の授業をすることができなかった。 



・給食時間の指導を計画的に実施できていない。 

 

６ 今後の取組に向けた改善方策について 

【校内連携】 

 ・平成 31 年度の食に関する指導の全体計画・年間計画を見直し，実施可能な内容で作成する。 

  また，要点を絞り，分かりやすい内容にする。 

・給食時間の指導を計画的に実施できるよう，平成31年度の計画を立てる。 

【家庭との連携】 

 ・引き続き食育便りを毎月発行する。 

 ・栄養教諭が授業に介入した場合に，家庭で実践できる宿題などを作成し，保護者にも食育を意識して

もらえるようにする。 

【個人指導の充実】 

 ・食物アレルギー・肥満傾向・偏食などの個別指導が必要な児童に対して，担任・栄養教諭・養護教諭・

保護者が連携し取り組む。 


